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平成２６年度決算に基づく健全化判断比率等の審査意見について 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９

４号）第３条第１項及び同法第２２条第１項の規定に基づき審査に

付された平成２６年度決算に基づく健全化判断比率等について審

査したので、その結果について意見書を提出します。 
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平成２６年度 健全化判断比率審査意見書 

 

第１ 審査の概要 

 

１  審査の対象 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）に定める、実

 質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率（以下「健全化判断

 比率」という。）並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について審査した。 

 

２  審査の期間 

    平成２７年８月１２日から平成２７年９月１６日まで 

 

３  審査の方法 

   健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されてい

 るか等について審査した。 

 

 

第２  審査の結果及び意見 

 

１ 審査結果 

  審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

 は、いずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

                                     【参 考】 

健全化判断比率 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 早期健全化基準 

①実質赤字比率 黒字 黒字 黒字  ３．７５％未満 

②連結実質赤字比率 黒字 黒字 黒字  ８．７５％未満 

③実質公債費比率  １２．３％  １２．７％  １３．１％    ２５％未満 

④将来負担比率 ２０３．５％ ２１３．０％ ２２２．６％   ４００％未満 
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（１） 実質赤字比率について 

    平成２６年度の実質赤字比率は、黒字であるので、比率は表示しない。 

（２） 連結実質赤字比率について  

    平成２６年度の連結実質赤字比率は、黒字であるので、比率は表示しない。 

（３） 実質公債費比率について 

    平成２６年度の実質公債費比率は１２．３％となっており、早期健全化基準の 

   ２５％と比較すると、これを下回った。 

（４） 将来負担比率について 

    平成２６年度の将来負担比率は２０３．５％となっており、早期健全化基準の 

   ４００％と比較すると、これを下回った。 

  

２ 審査意見 

  いずれの比率も早期健全化基準を下回っており、実質公債費比率、将来負担比率は昨

年度と比較すると減少している。引き続き、健全な財政運営に努められたい。 

 



- 3 - 

 

平成２６年度 資金不足比率審査意見書 

 

第１ 審査の概要 

 

１  審査の対象 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）に定める資金

 不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類について審査した。 

 

２  審査の期間 

    平成２７年８月１２日から平成２７年９月１６日まで 

 

３  審査の方法 

   資金不足比率及びその算定基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているか

 等について審査した。 

 

 

第２  審査の結果及び意見 

 

１ 審査結果 

（１）埼玉県病院事業会計 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類は、 

    いずれも適正に作成されているものと認められた。 

                                      【参 考】  

比 率 名 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 
２０％未満 

（資金余剰額） 16,758百万円 18,177百万円 20,099百万円 

 

（２）埼玉県工業用水道事業会計 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類は、 

    いずれも適正に作成されているものと認められた。 

                                      【参 考】  

比 率 名 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 
２０％未満 

（資金余剰額） 12,157百万円 10,246百万円 9,620百万円 
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（３）埼玉県水道用水供給事業会計 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類は、 

    いずれも適正に作成されているものと認められた。 

                                      【参 考】  

比 率 名 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 
２０％未満 

（資金余剰額） 32,152百万円 32,662百万円 27,707百万円 

 

（４）埼玉県地域整備事業会計 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類は、 

    いずれも適正に作成されているものと認められた。 

                                      【参 考】  

比 率 名 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 
２０％未満 

（資金余剰額） 39,605百万円 58,939百万円 60,635百万円 

 

（５）埼玉県流域下水道事業会計 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類は、 

    いずれも適正に作成されているものと認められた。 

                                      【参 考】  

比 率 名 平成２６年度  平成２５年度 平成２４年度 経営健全化基準 

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 
２０％未満 

（資金余剰額） 9,713百万円 9,047百万円 9,924百万円 

 

２ 審査意見 

  いずれの会計についても資金余剰となっているが、今後も資金不足が生じないよ 

 う、健全経営に努められたい。 

 


